
南米ブラジルで、パンタナールと呼ばれる大湿地帯で森林火災が相次いで発生しているようで
す。森林火災を監視するブラジル国立宇宙研究所の情報ですと、１０月に２４３０件の火災が確
認されていて、過去１７年間で最悪だそうです。
パンタナールは、ブラジル中西部に広がる世界最大規模の湿原地帯で、多くの動植物が生息し、
その一部はユネスコの世界自然遺産に登録されています。
情報などによりますと、１１月に入っても火災は続発していて、１０月２７日から１１月９日までに
１７３０k㎡が焼失しています。南米最大の都市サンパウロ市が１５２１k㎡ですから、それを上回る
広範囲の森林が焼失しています。出火原因のほとんどが人為的な野焼きによるものとみられて
いて、強風にあおられて火が広がっているようです。

ブラジルで森林火災多発！　　　　＿西日本防災システム
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大湿地帯の森林火災が相次いでいるようです
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